単球と好中球におけるプレセプシン産生機序の比較検討 by 溝越 祐志 et al.































【結果と考察】1．HL-60 を単球系に分化させると CD14 の発現が促進され、大腸菌を添加
することで培養上清中のプレセプシン濃度は有意に上昇した。2．CD-14 を安定発現させた
293T 細胞においてもプレセプシン産生が認められたが、大腸菌刺激によるプレセプシン産
生は認められなかった。これらの結果よりプレセプシン産生には CD14 が刺激なしに分解さ
れて生じる経路と、病原菌刺激による免疫細胞活性化により生じる経路の 2 種類が存在す
ることが示唆された。
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